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す
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と
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を
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を
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‘

• 

-

.

ニ

、
檢

廣

騰

費0

原

因

‘

、

, 

. 

.

, 

'物
慎
騰
貴
の
理
象
は
上
义
に
詳
艦
せ
る
所
な
る
ば
、

其
原
因
に
至
み,
<

は
正
確U

却

る

由

：
な

く

、

單

.に

之

.を 

ま
定
し
得
る
に
過
ぎ
き
る
な
タ
。
悠

6

£

維
ダ
、S
.

K

一
 

0

 S
t
.

各
歸
共
通
の
性
賈
ど
霄
か
ふ

1
5
P

り
.
に
し
て.
、
突
後
、 

保
護
關
桃
、I力
，
.

ル
テ
，
'

ル
、
凶
作
、：

银
の
騰
貴
等
の
局
部

. 

的
の
：ダ
の
に.非
ざ
る‘
は
明
ル
也
。
，

先
，， P

此
種
の
.'!̂
因

が

. 

或
る
特
定
，の
國
に
於
け
.
ぶ

嫩

價

を

セて
；
.j；; 

激

I

V
-
:
.

ぃ
一
、

.
-

-
七

九0
.

.

，
一

な
ら
し
め
お
る
こ
と
あ
る
可
含
は

勿
！！

な
ろ
.
^
す

。 

.

.

.

甲

供
給
とi

l
i
®

費
.

傲
償
騰
貴
が
，貨

物

供

絡

の

減

退

よ

ろ

，

5
^  

k
お
る
現
象 

つ
に
非#
る
は
明
か
：な

えt

と

な

れ

ば

、
食
料
品
辟 

に
原
嫩
の
供
給
は
塘
加
し
お
る
を
以
て
也
◊
然
れ
と
ぢ 

.貨

物

の
生
産
費
が
或
は
潜
加
せ

.

>
0

や
ダ
知
る
可
か
，ら
タ 

し

て

、
此
意
見
，を
懷
く
者
あ

る

が

如

し

。
卽
ち
賞
銀
の 

騰

貴

幷
.に
收
蔵
遞
減
の
法
則
の
適
用
の
爲
め
物
慎
が

i
 

.
貴

す

；ふf
c
至
み
た6
と
云
'

<
0

者
あ
.
0
0 

.
,

而
か
i

s

 

事
實
と
将
合
せ
、ぎ
る
を
奈
何
せ
ん

0 

土
地
開
懇
の
面® 

は
增
.加
し
、
生.逢
鼓
術
は
改-域

せ

れ

、
，，運
贊
は

輕

減 

せ
ら
'れ
お
る
の
結

s
M

嚴
料
品
幷
に.原
料
.の
供
路
潜
加
-せ 

る

を

以

、
物
個.は
ぎ
る
下̂
^
1̂
^

き̂
等
な
ら
す
や
。

.
!

派

；の

萧

者

は

物

償

藤

貴

を

以

て

力

：
ル

K

ル
の
商
策
に 

歸
せ
，々
-
^
搬
ダ
、
ヵ
ル
ヲ
ル
め
殆
ん
と
-

せ
！̂
る
英 

爾
に
於
で
物
慎
が
他
國
に
於
け
る
と
同b

く
騰
貴
せ
る 

の
.
み

な

ら

ホ

、
，
上

揭

：の

藤

貴

せ

る

货

物

，は

力

ル

チ

ル

の 

取5
K

せ
る
も
‘の
に
非
タ
る
を
奈
何
せ
ん。

’.

. 

■ 

I 
•■ 

- 

; 

.

.

.
’

-
•
• 

‘
, 

- 

' 

• 

/i
 

•
,
.
,
.
.
. 
-■ 

- 

• 

•
. 

- 

- 

•

る

,:

... 

V

賞
銀
の
靈
只
を..云
.

す
：
'

: 

，廣
あ'
^

"

^
雖
、
此
読
は
左
顆
有
力
な
る
ダ
の
に
非
ポ

0
,
, 

貧
銀
.S

1

旦
騰
貴
せ
ぱ
ハ
：物
個
ひ
騰
貴
を
助
勢
す
可
き

‘ 

セ

の

な

：
^

.

^

、
賃
艱
騰
貴
其
物
の

j

，原
因
：ぱ
之
を
物
便 

-
8

貴
に
求
めfo

.

る
冗
か
ら
ホ
。
.0

4

つ
貧
銀
0
騰
貴
は
生 

產
纽
織
の
改
善
を
促
が
-

精

練

勢

働

者

の

代

：
^
‘
に

不 

稱
練
勞
働
者
を
使
用
す
る
‘

こ

と

デ

•
獎

勵

す

の

傾

向

あ
 

る
を
以
て
賞
銀
の
騰
貴
は
必
す
し
ダ
椒
價
の
騰
貴
を
隊 

.

.

.

敎
せ
，
>

る
な
6

。
辣
に
物
，償
騰
貴
め
際
t

貧
織
の
下
黑 

せ
し
こi

ル
る
i

同
蹄
に
物
價
の
下
落
せ
し
祭
に
於

.て 

貴
銀
の.
騰
貴
せ
し
例
あ
る
を
以
て
：'、
賞
銀
の
騰
貴
は
之 

を
物
價
騰
貴
め

J
.
.

般
的
原
®

-

看
做
す
ご
と
ど
：得

！̂

る 

也
。
，
 

, 

.

, 

然
6

i

*

ダ
、
供
鈴
の®

加
す
る
に
從
ひ
、
生
産
狀 

、

態
が
猛
々
不
利
と
な
6

、
所
®

限
界
生
®
費
が
愈
々
播 

，加
す
可
き
は
明
か
な

C
N
O

而
じ
て
，此

服

生

鹿

の

潜
 

加

す

る

，
と

共

に

慎

格

？

^

せ
ざ

を

得

す

-
。

§

 

、織

は

觀

に

此

狀

態

に

在

る

货

物

の

r

例

^
^
。
*
英
國

難

錄

激

ら

.
獨

逸

，か

亦
S

々
各
其
S

織
の
| 

原
料
を
外
闘
に
仰
が
ざ
る
可
れ
ら
ざ
る
に
至
れ

6

0

又 

西
班
牙
並y.

北

米

衆

國

に

於

て

生

產

せ

ら

る

、
鐵

の 

品

贊

，
か
：韻

惡

'ね
：な
れ--C

 

.と

の

：評

あ
6

0

要
す
る
にS
 

粗
惡
な
る
，鐵
鎭
め
採
掘
せ
ら
る

〜

と
同
蹄
に
其
生
産
費 

ほ
增
加
し
：つV

あ
6

0

.

銅
《
亦
纖
と
同b
 

く
其
採
鎭S

ル
困
難
と
な
れ6
0
 

千
八
百
八
十
年
代
に
は
銅
織
の
深

r

c

は
地
上
ょ
ろ1

千 

釈
な
6

し
に
今
は！

一
 

千
釈
の
地
下
を
發
掘
し
つ

〜

あ
ク 

北
米
モ
ン
タ
ナ
州
に
於
て
最
，初
採

S

せ
し
舍
銅
織
は
三 

割
五
办
乃
至.五
割
の
銅
を
：
.
舍
有
せ
し9P

、：

現
今
探
取
せ 

ら

ふ
-

^

®

織
は
僮
か
にU1

分
の
銅
を
合
め
る
に
.過
ぎ
す 

又
ミ
シ
が
ン
州
に
於
け
る
鐵
の
總
生
産
費
は

1

斤
に
付 

左

の

如

く

增

加

せ

-
'
^
。

 

‘ 

,

.
§
«

■
_ 

★
.

價

,

K

九
T

一九

0
0

年

' 

-
i 

0
®

二

三
.一

ニ
®
三
六

‘一

九0

丁

k

九0

六

年

.

.

ニ

 

r
j
®

ニ0

 

一
®
®
八

七 

;

:

捕
®

,

だ
亦
同
，

I
t

狀
態
に
在-

謂

：
つ.可
し
。
棉
花
の
，

r

ivN



I ,r:

く，:

m

錄

供
綠
が
確
實
な
ら
し
て
特
に
は
凶
作
の
爲
め
激
货
す 

る
こ
i

あ

の
’

み
，な
ら
ホ
、

一
方
に
於
て
其
需
用
が
到 

‘

る
處
に
糟
加
も

f
v
\

あ
る
i

同
蹄
に
、
叉

！
方
に
サ

y

 

V

は

世#

の

嚴

ホ

棉

花

供

給

.な
る
米
國
料S

々

自

國

に

て

， 

捕

花

を

，

‘
精

費

し

っ

、

ぁ

る

の

結

黎

、

*-

其

市

償

は

騰

貴

ず
 

る

，に

至

れ

-
^
。

 

' 

.
: 

:

•,
'.:

§

f

 

f

t
 

b

o
家
畜
の
頭
數
は
潜
加
せ
し

.
P

其 

霞
用
の
潜
加
に
あ
ぱ
*

o
穀
物
逾
に
村
木
に
就
き
て
云 

ふ
？
亦
同
，
b 

く

、
，
，此

等

の

貨

物

，
は

旣

に

：
收

糧

遞

減

の

法
 

則

の

適

用

を

受

げ

I
つ

>■
>

あ

り

。

•

.

■

.

乙

需

f
f
l 

.

、
- 

ン
生
產
の
潜
加
が-物
價
に
及
：ぱ
し
お
る
影
響
は
右
に

M
. 

述

せ

：
ス

如

く

な

る

料

：
、

次

に

吾

-<

 

は
需
用i

物
償
と
の 

關
係
を
論
せ
ん
ぐ
欲
す
。
.

さ
れ
ぱ
、
此
關
係
を
ぱ第，j  

画

際

用

ゆ

潜

加

、
第

11,

内
地
■
用
の
.衝
加
及
び
第 

ニ
一
 

所
得
の
潜
加
の
順
を
追
ネ

y

左
に
略
述-
;
^
可
し
。
‘

. 

、
第

1

、.

|

的

辦

用

め

傅

加

最

近+

年
圓
に於

け
-：: 

る
箸
し
き
世
界
經
簿
の
發
達
は
國
際
間
に
於
次
る
货
物

\

.

.' 

.

.

.

, 

ま

一

-
-

需

用

の

激

增

誘

敎

せ-
^

。

例

，
へ
，
ぱ

米

諸

國

に

於

け
 

る
外
資
輸
入
、
：谈
洋
諸
國
、
殊
に

W

比
利g

j
、

滿
州
、 

支
那
、
：德
斯
、

：

印
度
、
雜
に
亞
弗
利
加
に
於
け
る
鐵
填 

建
設
は
鐵
道
財
料
及
ぴ
其
他
の
货
物
の
需
用
を
堆
加
し 

叉
南
米
に
於
け
る

H

業
の
發
達
は
原
料
の
輸
入
を
促
せ 

ろ
。
加
之
、H

業
の
廣
達
は
原
料
以
外
に
食
料
品
の
需 

用
をR

P

潘
加
せf

o

る
を
得
さ
る
な.6

。
此
食
料
品 

，
の

潜

加

、が
，

®

騰
貴
に
#

し
て
如
何
な
る
影
春
を
及
ぱ
. 

す
ダ
の
な
る
か
は
、
千
丸
百
年
の
小
麥
收
#

が
整
前
絶 

後
の
.

E

額
に
達
せ
し
に
洛
拘
ら
す
、
小
麥
の
#
慎
は
單 

懂
少
の
下
落
わ
見•お
る
の
み
な
ら
す
、
其
年
以
：
十 

髓
年
偶
め
平
均
市
傻
ょ
6

ダ

寧

ろ

高

か

，
り

し

巢

實

に

想

： 

:

到

せ

ば‘
明

S

な
る
可
し
。
又-4

八

八

八
I

九
0

年
に 

於
け
る
小
寒
の
供#

は

!

年

ニ

十

億r

プ
ッ
シ
£

に 

し
て
.

ニ

千

年

後

.に
は
ニ

 一

十

1

一

億『

デ
ッ
シ
ょ
ル

』

に

上6
 

お
.

る

拘

ら

卞

、
小
，麥

の

市

慎

は

却

て

騰

貴

せ

0
. 

叢

じ

供

給

の

潘

加

は

需

用

，
の

.

得

加

に

及

ば

き

6

し

也。

‘ 

又

羊

毛

の

供

給

は

過

.
去
一

1

一

十

年

間

に

於

て

五

割

®

加

し

.

. 

- 

:
- 

園

-
-

1

17.

餓
鎭
の
產
額
は
千
八
百
丸
十
五
年
の

I

一
倍
に
逵
せ
A

。 

石
炭
.に
激
タ
ぐ
云
ふ
グ
亦
同b

o
而
ル
？
此
等
货
物
の 

市
慎
は
^

^

せ
み
な
6

0
是
れ
货
物
の
供
給
ぷ
请
加
，せ 

-:̂
と
雖
《
、'
‘需
用
が
夫
れ
以
上
に
增
加
ム
お
る
が
故
な‘
. 

i

さ
れ
ば
、•若
し
需
用
の
糟
循
ず
るy

連
れ
て
生
產，

. 

技
術
が
發
逵
す
る
に
弗
さ
れ
ぱ
、
物
慎
は
今
後
猶
®
愈 

々
騰
貴
す
可
じ
。
：
.叉
い
最
近
に
於
け
る
人
口
の
潜
加
が
；
 

物
慎
.に
及
ぱ
し
旦
つ
及
ぼ
し
つ
、
ぁ

る

影

忘

却

す
 

す
か
ら
ホ
。<

第

1

一
、

内

地

需

用

，の

潜

加

:

前

述

の

加

く

货

物

の

國

‘ 

際

的

需

用

，が

播

加

せ

し

の

み

な

ら

K
、

同
一
.

國j
g：

に
於
，
 

て
ダ
货
物
の
需
用
は
潜
加
‘

せ
6

。
其
原
因
の
一
は
ホ
歐
.

i 

睹
國
の̂
|

^

に
於
け
>

^

、が
如
く
、
，
自
足
經
濟
が
進
化
し
一 

ズ
货
i

濟
、
资
撥
經
濟
と
變
b

お
る
の
結
果
、
農
家 

の
.
供
綠
サ
る
牛
乳
、
キ

酪

ま

に

骤

ず

る

件

と

し

 ̂

y
、-

兄
勞
働
寧
の
給
付
ず
る
動
於
に
.
纖
す
る
支
桃
物i
 

し

て

、
，
種

々

の

货

0

の
需
用
は
潜
如
す
る
に
至

4
.

る
こ
.• 

と
是
れ
な-
^
-

0 
.第

I

一
 

の
原
因
と
し
て
擧
ぐ
可
；
こ
と

雜

錄

H

業
の
發
達
と
人
口
；の
■
裏

淑

と

が

食

料

品

並

に

衣 

服
に
對
ず
る.需

.

.
用

に

變

化

を

來

觉

さ

レ

め

セ

る

S
J
i

 

ぷ
.

り
と
す
。
例
へ
ぱ、f

チ
ィ
麥』

の
需
用
は
減
少
.せ
る 

ぢ
小
麥
の
需
用
は
潜
加
し
、

一
方
に
於
て
野
梁
の
.減
少 

せ
^

<

^

反
し
、r

方
に
於
'
て
は
®

白
質
の
食
物
に
,
す 

み

需

用

は

潜

加

せ

-

:

終

ろ

に

原

料

の

變

更

.
.
p

亦
同
一 

.
め

結

巢

を

齋

し

お

る

億

せ

ぎ

る

可

ル

ら

デ

。
例
ぺ 

ぱ
、.
木
材
の
代
か
に
纖
、
種
油
等
の
代

6

に
石
池
、

M

 

斯
又
は
電
燈
を
用
ゆ
，ス
。
が
如
し
。
最
近
に
於
け
る
工
業 

の
發
達
及
び
進
北
は
源
料
需
用
の
激
播
を
來
し

.

ド
る
が 

此
等
貨
物
の
生
：産
は
旣
に
有
利
御
眼
界
生
産
率
に
達
せ

^
嗽

如
-
 ̂

0
. 

断

ポ

歡41
,

 l
i

お

§
5

使
用
を
飾
約
す
！

E
o
i

の

j

譽
告
な
6

と
爾
つ
！
^

し
。

第
三
、
個
人
所
得
の
®

加
.

終
6

に
货
物
の
！
！
用
を 

播
加
せ
し
め
お
る
原
B

と
し
て
個
人
所
得
め
潜
加
を
指
. 

摘

せ

，さ

一

る

可

か

ら

す

。

近
#
®

人
の
所
得
の
糟
加
せ
る

， 

は
疑
ネ
の
餘
地
な
し
。
而
し
ズ
所
得

®

加
せ
ば
、'货

物
'

七
九U1お

あ
？

k

タホ，、：



も‘''- 
f:

雜

錄

72
r

の
需
用
ガ
ボ
！
^

加
ず
！^
く
か
.；
，物

慎

：は

像

つ

す

可

.一 

し
。
論
者
或
は
所
得
の*

加
：̂
る
は
物®

の
騰
貴
せ
し
’ 

S
.

故

に

し

ズ

、
、
物

债

の

騰

貴

せ

る

は

所

得

の

；
®

加
せ
る 

が
故
に
非
ホ
-
^
云
は
ん
。然0.、

所
得
は
物
|
2

騰̂
貴
の 

焦
め
に
播
か
す
る
こi

あ
る
な
6

。
さ
れ
と
、
若
し
社 

會

ゅ！  

分

例

へ

，
ぱ

企

業

家

の

所

得

だ

物

償

騰

貴

以 

.

外
の
或i

,

原
因
の
爲； §

に
潜
加
せ
ぱ
、
其
企
業
家
め
：货' 

物
需
用
は
®

加
し
、
次
.や
其
影
春
を
漸
次
他
の
階
級
に 

及
ぼ
し
、
遂
に
社
會
全
體
の
.所
得
を
爾
加
す
る
と
同
時 

'

に
货
物
需
用
を®

進
し
、
從
つ
て
物
價
を
騰
資
せ
し
ン

V

 

るU

至
る
可
き
を
記
億
せ
ざ
る
か
ら
。

： 

f
r

貨
條
價
掘
の
變
動
，

,
上
文
に
於
て
生
產
費
の
.播
加
と
需
用
の
：潜
加
と
が
如 

何

な

る

影

響

物

價

に

與

.へ
し
か
を
腊
せ
し
が

、：
吾
人 

は

次
に

供

臉̂
;̂需

用
£

の

連

徽

な

る

货

幣

に

就

き

V

考
 

究

ず

る

所

無

かる
可
か
ら
す.
0
要

す

る

に

、
其
源
因
の 

何

お
！
^
を
問
は
#

、
物
償
：の
®

貴

ひ

將

お

又

}
^
落 

と

云
言

、
共

に

货

將

償

値
の
變
動
ね
依

6

て
言
ひ
現

.

.

.

. 

七
丸
四

は
さ
る
>

7

5

^の
な
-

^

^

0換
言
す
れ
ぼ.、
物
償
の
騰
貴；^
 

.
货

幣

韻

値

め

，下

落

ふ

し

V

親
は4

、

物
價
の
下
落
ば
，货’
 

i

價
値
の
®

!

しV

現
は
る
0

而
し
て
货
幣の
賈
.

K
 

は
上
逃
の.
.如
く
货
物
侧
に
生b

お
る
事
故
の
银
めr
-變 

動
す
る
こi

あ
る
i

同
特
に
货
幣
其
物
の
#

用
#
絡
に 

依
6

.

て
藤
®

ず
る
ダ
の
な
んi

す
。
例
へ
ゴ
十
六
；

中
に
於
て
物
價
の
騰
貴
せ
し
は
艱
の

一

大
供
絡
の
結
某 

f

り
其
ど
、.現
骑
に
在
6

て
は
、
金
の
供
織
の®
 

加
は
货
幣
.の
膨
服
を
促
が
し
、
從
つ
て
♦
醉
價
値
の
下 

落
？

V

賺
敷 
'せ
ダ
の
な
る
を
記
憶
せ^1

;

る
可
か
ら
卞
0 

然

ろ

而

し

.て

軸

近

金

の

激

糟

せ

じ

は

疑

ふ

に

由

な

し 

左

に

振

ぐ

る

は

千

八

}E

八

十

一

年

以

來

に

於

け

る

金

産 

出

激

の.統

計

な*-CV 

,
:

.

，年

代
.：，

單
位
：ま

萬

弓

單

位

蜜

僚

萬
i

克

L
八
八T

j

s

年

• 

S

®

六1
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任
？1
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l
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き
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l
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ノ.た
-

: 

.

.

.

.

---圏

.
右
S

に
示
す
め.如

く

、
hi
八

八
.了

.

」

八
九
五
年.の
. 

ホfl： ?

筒

年
間

に

於：
 ̂

3
^

金
產
.額

は

七

ホ

億

馬

衆

な

か

：じ

' 

.

に
、
，

！

八

九

六1

1

九J  

Q

年

の

十

五®
年

間

に
於
け
，

,

る
金
産
額
はU

百
億
馬
克
な
れ

f
s
;、
.：

以
前
の
：̂

三
倍
と 

:
.

な
れ
6

0

而
じv

v
T

八
五o

l
r
,

八
九
五
年
の
.：四
十
五 

' 

®

年
間
！

i

於
け
る
金
產
額
料
同
じ
ぐ
ニ
百
億
§

な
ろ 

:
:
:

、
じ

こ
i

に
想
到
せ
ぱ
、

J

金
.
の
®

3
5

だ
最
近
十
五
箭
年
に 

、
に
於
て
如
何
激
糟
せ
し
か
ど
相
傲
す
る
に
難
か
ら
ざ 

る
可
し0 

I
 

.

.

此
著
し
き
金
産
額
の
W

加

如

何

な

る

影

響

を

物

偵 

、

に
及
ぱ
じ
お
る
か
。
货
幣
と
货
物
と
の
間
に
於
け
る
單 

純
な
る
關
係
を
說
明
す
る
學
認
を
货
歉
數
量
說
と
云
ネ 

V
'
:
:

此
誰
'

に
據
料
ぱ
、
货
物
の
，數
量
に
，變
動
な
き
と
に
於
て 

'
 

,
若
U

.

货

幣

ゆ

數

量

播

加

，
せ

ば

、

‘

物

償

は

騰

貴

す

冗

く

、
，
‘
，
_ 

:

.,

若
-

^

叉

，互

に

之

に

：反

し

て

货

幣

の

數

量

減

少

せ

ぱ

、

.

物
‘ 

’
'

慎

は

！
-
^

落
ず
可
し-
。
バ
然-<v

と

雖

信

用

經

濟

の

發

達
 

.

,

せ
る
今
日
に
於
け
る
货
物
齋
支
拂
喪
具
の
關
係
は
然
わ 

び

く

單

純

な

る

ダ

の

に

非

f
u

る
，な6
0

-

如
何
i

.

な
れ
？̂

、

雜

錄

■ -■■/
■■ 

■
»

■
■
■
•
-
. 

. 

:

手

形

、

小

切

手

等

が

货

幣

の

'.代

用

品

ふ

レ

 

<

,

用
ひ
ら
.ル 

つ

あ

る

を

以

て

也

。
而
か
ダ
、
此
旗
雜
な
る
信
用
ぽ

- 

引
制
谈
に
於
：

V
:

だ
、
货
幣
の
潜
加
は
®
償
の
騰
貴
を
辣 

致
せ
ざ
る
を
得
す0

貨
幣
の
潜
加
が
物
償
の
騰
貴
を
來 

さ
ヶ
る
は
货
幣.の

が

同

海
.
に

塘
加
す
る
ル
、
成
は 

,
|
^
货
幣
の
代

用

物

料

比

較

的

(

取
引
高
に
對
し
て

)
減 

.

少
*

せ
，：る‘i

き
に
限
れ'
^

'
o
:
‘
-然
.
れA

j

ぷ

、
吾
人
は
最
近
に 

於
.

て
，
货

幣

の

需

用

が

增

加

し

；
^

は

貨

幣

の

代

用

物

が

比
 

較

的

に

減

少

せ

る

の

な

き

を

記

億

せ

f
i；

る
可
か
ら 

す
。
加.
之
、
：
货
幣
の
代
用
#

だ
部{

\

て
き
加
せ
る
が
如 

し
。
斯

か

る

事

情

の

下

に

於

て

物

慎

の

甘

る

宜
 

な
-c

w
g

ふ
可
し0

物
價
を
左
右
す
る
ぢ
の
は
累
年
の 

金

產

額

に

非

し' 
<

、
、
金

の

現

存

量

な

れ

ぱ

、

金

產

額
 

が

多

少

樓

加

す

る

i

ダ

物

慎

に

‘
は

左

程

影

春

を

及

ぼ

す
 

ダ

の

に

非

嘯

す

る

人

あ6
i

維
を
、
少
許
.の
供
給 

塌
加
が.
價
逾
：に
：

1
,

太
影
響
を
與
ふ
る
こ
ど
♦
る
の
み
な 

'
ら
す
、‘
金
產
額
の
激
糟t
t

金
0

規
存
量
を
激
塘
せ
る
り
，. 

事
實
あ
る
を
奈
何
せ
ん
o

y

千
八
ぽ
九
十
六
ギ
に
於
け
る
，

.

'

1

:

/

ル
九
五

I



I;

I
,
-
‘
'
パ
リ
’

-

，リシ

雜 

\

 

錄
.
，~ 

.

m

金
の
現
存
量.は
百
七
十
億
馬
克
な
ろ
し
に

、
-

千
L

百
ト 

,

1
8
-
y
： ,

は
S

策

僚
f

は
糟加

：：

せ
t

を
以
て
、.
.

の
，現
：
 

，存
屬
は+

五
：年
間
，に
八
割
の
潜
進
を
見
お
ふ
譯
な
か

。

：
‘‘ 

，又
一
派
の
論
者
は
若
し
金
產
額
の

^

^

t

j
し
て
货
幣 

の
、膨
服
を
來
，ゼ
せ
ろ
i

せ
ぱ
、
金‘
利
は
下
¥

可
ネ
备 

な
.
る

に

w
r
i
r
>
^

合
は
却
.つ
て
上
騰
せ
る
に
亦
す
や
と 

云
へ
と
ぁ
、：吾
人
は
金
利
影
響
を
與
ふ
る
ぢ
の
は
支 

孰
®

具
i

し
て
の
货
僻
の
數
量
に
非
ホ
し
て
、
金
融
ぱ 

る
や
否
や
の
事
實
な
る
‘を
記
億
せ
ざ
ふ
可
か
ら 

ナ

。"
叢
し
物
®

 S

騰
貴
せ
！

S
、：

資
本
-AJ

货
幣
と
の
需
用
，，
 

は
播
力
す
可
き
に
依
6

、
金
利
は
從̂
^

て̂
3
|
|
^す
る
.
に
：

. 

至
.
る
.

な
-.C
N̂
_
.
.

 

' : 

/

 

.

.

.

,.

E

t

他

：の

方

面
f

金
產
額
潜
加
の
縮f

見
る
に 

金
産
額
れ
谓
加
，は(

.

一)

先
灌
國
に
於
け
る
货
幣
幷
仁
言
：
 

用
サ
膨
服
し
ヤ
貨
物
の
需
用
を
增
し
、

(

二
：

)

金
t

本
，
 

市
の
普
及
ど
促
が
し
、
從̂
\
て
漸
金
货
國
の
購
貿
力
を'

.
，糟

進

甘

し

め

、

.0
:5

金

逢

出

地

に

於

：

^
る
貸
#
:

のI
I

ザ 

を
僧
加
せ6
。

す

る

に

金

の

增

加

、
從
つ
て
货
擦
の
、

‘
 

‘
、
.

.. 

七
九
六 

 ̂

.

潜

加

は

間

接

的

に

物

慎

を

騰

貴

せ

し

め

せ

ん

ノ

。
.
換

言

ず
 

れ
ぱ
、

幣め
！
？

加
は
货
物
需
用
の
潜
.
加
を
ぽ
致
し
、
.：
 

货
物
需
用
の
潜
加
は
物
慎
の
騰
貴
を
醜
し
お
ろ

0

,

三

、
物

懷

騰

費

の

影

響
 

’

物
價
藤
貴
殊
に
食
料
品
のi

貝
が
各
®
人
の
家
，計h
 

に
及
ぼ
す
膨
響
は
個
人
の
所
得
の
大
小
に
依
6

て
其I

I
I

 

度
を
異
に
す
。
，千！  j

百
馬
克g

下
の
年
牧
を
有
ず
る
者 

は
食
料
品
の
爲
め
に
其
所
得
の
五
割
四
分
、
三
千
巧
至 

,
®

千
馬
克
の
年
收
を
有
す
る
者
は

U
1

割
八
分
ス
ー
篇
馬 

の
報
牧
を
有
す
る
者
は一 .1

®

を
費
す
を
常
規
と 

な
す
.
^
以
て
、

§

^

M

M

S

S

f

f

A

y

 

.
だ

所

得

の

少

參

者

に

，働

し

て

.

.大
を
る
苦
痛
を
與
ふ
る,
 ̂

の
な
6

と
ず
。
就
中
、
比
較
的
金
額
の
確
定
せ
る
所
得 

を
，i

す
る
者
は
物
價
騰
貴
の
影
響
を
最
ダ
甚
だ
し
く
感 

卞

か

ダ

の

な

れ

と

、
，發

働

者

H

物
價
P

.

を

ロ

實

と

し 

V
,

賃
灘
の
滑
加
を
喪
求
し
、
以
て
各
其
听
得
を
愤
加
す 

る
に
至
る
べ
し
。S

れ
ぱ
、

人
の
知
ら
ん-
,

J

缴
、

»

75

所
は
所
得
の
糟
加
が
物
價
追
及
せ
し
や
否
や
に

.

ぁ
-

^

。.
英
國
.

の
統
計
.
の
示
す
所
に
撮.
る

に

.
、
.
千

八

百

九
十
年
ょ-
^

千
八
哲
丸
十
九
年
に.至

；
る

摩

の

赁

艱

を

fm

と

せ

ぱ

、
，
一
丸

0

九
0

五

年

間

の

臂

銀

は

，

j;

0

七
®

’

ニ
に
上6

、

1

九
©

六
1

.
1

无

：|

 

に
は

.1
I  

0

 ®  

ニ
と
爲
れ6
。
：
さ
れ
と
、
此
の
騰
貴
は
英
國

に
於
け
る
食
料
品
の
驚
に
及
ば
.

ず
る
な
6

0

輸
近
英

國
に
於
て‘勃
發
せ
し
貧
艱
爭
離
ぱ
此
不
權
衡
め

.
'
'
} 

f

 

.
: 

な

る

し
o

'

.終
6

U

、
物
價
1

貝
は
國
民
&
濟
の
發
展
誘
敎
し
ン 

.
'
:且
つ
世
界
經
濟
©

發
歡
を
助
く
る
-

同
潍
に
、
货
物
需 

用
？
膨
服
、
所
得
幷y

富
の
播
加
を
來b

セ
-
^
。

'要
す 

み
に
、
所
得
幷
に
賞
銀
の®

加
は
物
償
料
響
しV

.

經

，
 

濟
の
.景

氣

立

す

し

特

に

於

V

の

み

見

る

こ

，

i

を
.得

る現
"， 

、
象

な，
-

C
S

と

す

。

' 

然
6

i

雖

，ダ

、

；

物
：價

は

今

猶

绳

に

-騰
- 

貴
し
つ
、
ぁ
れ
ぱ
、
殺
人
が
單
に
所
得
の
傅
加
が
物
價 

8

M

に
肉
迫
す
る
程
度.を
將
究
す
る
を
得
る
に
過
ぎ.す
，
 

し
て
、
物
價
肖
に
關
す
る
最
後
の
斷
案
は
之
を
他
日

雜

錄

に
譲
’̂

^ざ
る
す
か
ら
す
。>

傲
慎
0

將

來

えV

要

す

る

に

、

現

今

に

於

け

，る

物 

.

價

騰

貴

の

原

：

H

は
®

々

あ

れ

：と

、
，
根

本

的

原

因

は

資

本
 

經
ま
の
發
達
に
し
て
、
.

其

最

ぢ

新

ら

し

き

现

お

る

世
. 

界
經
德
の
發
達
は
物
價
騰
貴
.

の
遠
因
な6

と
卿
つ
可
し 

,

擴
言
ず
れ
ば
、
：
物
價
騰
貴
の
根
本
、的
原
因
は
貨
幣
資
本 

:

并
に
贷
付
資
本
が
投
入
資
ホ
に
變
じ
、
難
期
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濟
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熱
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